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祝
園
神
社
由
緒
沿
革
と
い
ご
も
り
祭

宮　

城　

利　

武

　
　
　

○
御
由
緒
沿
革

　

人
皇
第
十
代
崇
神
天
皇
の
御
代
、
第
八
代
孝
元
天
皇
の
皇
子
、
武
埴
安
彦
が
朝
廷
に

反
逆
を
企
て
遂
に
こ
の
地
に
於
て
討
伐
さ
れ
た
が
（
記
紀
参
照
）、
亡
魂
、
柞
ノ
森
に

止
り
、
人
民
を
悩
ま
せ
し
を
第
四
十
五
代
聖
武
天
皇
神
亀
年
中
に
、
こ
れ
を
撲
滅
せ
ん

と
す
る
も
鬼
神
の
所
業
な
れ
ば
、
人
民
に
て
は
如
何
と
も
な
り
難
く
、
後
年
四
十
八
代

称
徳
天
皇
の
御
代
、
神
力
を
以
て
こ
れ
を
撲
滅
せ
よ
と
の
勅
命
に
よ
り
直
臣
大
中
臣
池

田
六
良
広
綱
、
宮
城
七
良
朝
藤
が
、
祝
部
と
な
り
、
神
護
景
雲
四
年
一
月
二
十
一
日
春

日
の
大
神
を
御
勧
請
し
創
祠
さ
れ
た
。

　

而
し
て
斎
戒
沐
浴
精
進
祈
願
に
よ
り
、（
こ
れ
が
今
に
伝
わ
る
い
ご
も
り
の
始
ま
り
）

神
力
の
擁
護
の
基
に
遂
に
悪
霊
撲
滅
の
難
業
な
り
、
広
綱
、
朝
藤
の
功
と
相
俟
っ
て
漸

く
悪
病
平
癒
、
人
民
安
堵
、
農
家
の
繁
栄
、
商
工
業
の
隆
盛
を
見
る
に
至
っ
た
。　

祝園神社
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か
か
る
霊
験
灼
か
な
る
神
な
れ
ば
、
貞
観
元
年
正
月
二
十
七
日
に
神
階
位
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
後
年
延

喜
式
内
大
社
に
列
せ
ら
れ
る
。

　

天
正
四
年
七
月
二
十
四
日
に
は
天
下
泰
平
の
国
宣
あ
り
、
院
参
の
官
人
及
び
武
門
武
将
の
尊
崇
深
く
、

社
殿
の
修
造
に
寄
進
の
事
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
慶
応
三
年
八
月
に
は
有
栖
川
宮
家
よ
り
夥
し
き
御
寄

進
を
賜
り
、
同
宮
家
の
御
祈
願
所
と
な
る
。
明
治
六
年
郷
社
と
定
め
ら
れ
祝
園
村
の
産
土
神
と
決
定
の
旨

達
せ
ら
れ
る
。

　

昭
和
三
十
八
年
高
松
宮
殿
下
よ
り
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
皇
殿
下
五
十
年
祭
に
当
た
り
、
同
殿
下
の
筆
録

を
御
寄
進
あ
り
。

　

又
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
十
四
日
、
い
ご
も
り
祭
は
京
都
府
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　

○
い
ご
も
り
祭
に
つ
い
て

　

崇
神
天
皇
十
年
に
武
埴
安
彦
が
こ
の
地
に
於
て
討
伐
さ
れ
て
よ
り
、
こ
の
地
方
に
悪
病
の
流
行
が
相
次

ぎ
、
田
畑
の
荒
廃
が
著
し
く
、
人
々
は
飢
え
と
悪
病
に
苦
し
み
、
そ
れ
は
討
伐
の
悲
運
の
中
に
亡
く
な
ら

れ
た
高
貴
の
人
々
、
武
士
達
の
魂
の
た
た
り
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
人
々
の
亡
魂
を
鄭
重
に
お
祀
り
し
、

神
力
に
よ
り
災
い
を
な
く
そ
う
と
い
う
素
朴
な
民
俗
信
仰
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、そ
の
お
祈
り
の
神
事
、

行
事
を
「
い
ご
も
り
祭
」
と
い
い
山
城
地
方
の
、
奇
祭
、
音
な
し
の
祭
と
も
言
わ
れ
、
皇
室
又
は
時
々
の

施
政
者
か
ら
も
、
い
ご
も
り
は
禍
を
無
く
し
生
き
る
力
と
福
を
も
た
ら
す
霊
験
灼
か
な
る
神
事
だ
と
敬
わ
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れ
て
来
た
。
現
在
、
京
都
府
の
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
を
機
に
、
霊
験
灼
か
な
る
神
事
の
伝
承
の
た
め
こ

こ
に
書
き
記
す
。

　

社
記
に
よ
れ
ば
「
武
埴
安
彦
討
伐
の
砌
よ
り
、
そ
の
悪
霊
こ
の
地
に
留
ま
り
庶
民
災
害
仕
故
、
悪
霊
退

散
そ
の
後
例
年
に
申
酉
戌
三
日
、
氏
子
一
同
鳴
物
炊
烟
を
停
止
昼
夜
斎
戒
厳
守
の
神
事
執
行
、
こ
れ
い
ご

も
り
の
神
事
な
り
」
と
―
「
時
に
郡
庄
豊
饒
而
し
て
万
民
安
静
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
正
月
の

申
の
日
か
ら
三
日
間
（
一
月
中
に
申
の
日
が
三
回
あ
る
年
は
中
の
申
の
日
、
二
回
の
年

は
初
め
の
申
の
日
か
ら
い
ご
も
り
に
入
る
）、
い
ご
も
り
中
の
神
饌
は
、
御
酒
、
葉
の

つ
い
た
大
根
、
大
豆
を
水
煮
に
し
た
も
の
を
お
供
え
す
る
。

　

ま
ず
、
い
ご
も
り
祭
の
第
一
の
行
事
は
、
十
二
月
の
申
の
日
（
こ
の
申
の
日
も
前
記

の
よ
う
に
数
え
る
）
の
早
朝
よ
り
拝
殿
で
氏
子
の
代
表
松
明
持
ち
と
、
宮
司
、
助
人
等

で
、
大
松
明
一
、
小
松
明
二
を
作
成
す
る
。
大
松
明
は
青
竹
十
二
本
を
長
さ
六
・
五
メ

ー
ト
ル
に
切
断
し
た
も
の
を
八
ッ
割
り
に
し
九
十
六
本
に
す
る
。
そ
の
内
、
小
松
明
用

に
六
本
を
別
に
し
て
お
き
、
九
十
本
を
敷
き
並
べ
豆
木
を
入
れ
敷
き
並
べ
た
竹
で
包
み

十
二
ヵ
所
を
縄
で
括
っ
て
、
周
り
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度

に
仕
上
げ
る
。
小
松
明
は
前
記
別
に
し
た
六
本
を
半
分
に
切
断
し
十
二
本
に
す
る
。
六

本
を
ひ
と
つ
分
と
し
、
前
記
の
よ
う
に
豆
木
を
入
れ
六
カ
所
を
縄
で
括
り
、
同
じ
も
の

を
二
本
作
成
す
る
。出
来
上
が
り
の
大
松
明
と
小
松
明
一
本
は
拝
殿
の
北
側
に
つ
る
し
、

大松明をかつぐ氏子
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残
る
一
本
の
小
松
明
は
拝
殿
の
南
側
に
置
き
、
当
日
の
午
後
六
時
頃
よ
り
本
殿
で
発
火
さ
れ
た
浄
火
で
こ

の
小
松
明
に
拝
殿
で
点
火
し
、
宮
司
が
こ
の
松
明
を
持
っ
て
風
呂
の
井
に
神
幸
し
神
事
が
行
わ
れ
る
。
こ

れ
を
御お

ん
か
み神
祭ま

つ
りと
い
う
。

　

御
神
幸
前
後
に
は
、
風
呂
の
井
並
び
に
拝
殿
前
に
、
外
部
の
人
そ
の
他
の
進
入
を
防
ぐ
為
に
鉾
が
立

て
ら
れ
る
。
こ
の
御
神
祭
よ
り
氏
子
か
ら
選
出
さ
れ
た
松
明
奉
持
者
と
宮
司
は
不
浄
な
物
に
触
れ
る
事
な

く
斎
戒
沐
浴
を
行
う
。
一
月
の
申
の
日
の
三
日
前
よ
り
宮
司
は
神
社
に
こ
も
り
、
氏
子

の
代
表
松
明
奉
持
者
は
、
前
日
よ
り
宮
司
と
共
に
昼
夜
斎
戒
沐
浴
を
厳
に
し
、
申
の
日　

（
初
日
）
を
迎
え
る
。

　

第
一
日
目
（
申
の
日
）
は
、
早
朝
よ
り
氏
子
の
人
々
に
よ
っ
て
、
神
社
よ
り
幸
ノ
森

並
び
に
風
呂
の
井
へ
の
御
神
幸
道
筋
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
間
に
清
め
砂
が
撒
か
れ
、
前

記
御
神
祭
の
日
と
同
様
、
拝
殿
前
と
風
呂
の
井
前
に
鉾
が
立
て
ら
れ
、
午
後
四
時
頃
よ

り
い
ご
も
り
祭
に
入
る
。

　

午
後
六
時
頃
よ
り
御
神
祭
の
日
と
同
様
に
小
松
明
に
点
火
し
、風
呂
の
井
に
御
神
幸
、

神
事
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
を
風
呂
の
井
の
儀
と
い
い
、
神
事
作
法
は
一
子
相
伝
の
秘
事

と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
日
目
（
酉
の
日
）
は
、
午
後
七
時
頃
よ
り
御
神
祭
に
作
成
さ
れ
た
大
松
明
を
拝

殿
で
そ
の
年
の
明
け
の
方
位
に
向
け
、
本
殿
に
て
発
火
さ
れ
た
浄
火
で
点
火
し
、
松
明

邪鬼を像った綱
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奉
持
者
が
白
衣
に
青
色
の
桍
を
着
け
、
頭
を
白
布
で
桂
包
の
よ
う
に
巻
い
た
古
式
通
り
の
い
で
た
ち
で
、

燃
え
さ
か
る
松
明
を
奉
持
し
木
製
の
鎌
、
鋤
、
鍬
、
唐
犂
と
五
穀
の
種
子
を
持
っ
た
氏
子
（
若
者
）
と
御

神
体
を
奉
持
つ
宮
司
等
十
余
人
が
、
消
燈
さ
れ
た
暗
闇
の
境
内
を
、
鈴
の
合
図
に
よ
り
古
老
の
「
も
う
で

ご
ざ
い
」
の
発
声
で
幸
ノ
森
の
神
田
に
御
神
幸
、
五
穀
豊
饒
の
農
耕
神
事
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
を
御
田
の

儀
と
い
い
松
明
奉
持
者
が
、
そ
の
年
の
明
け
の
方
位
に
向
か
っ
て
木
製
農
具
で
農
作
業
の
所
作
を
し
、
五

穀
の
種
を
蒔
い
て
氏
子
の
代
表
と
し
て
の
祈
願
を
行
う
。

　

続
い
て
宮
司
の
神
事
が
有
り
、
還
幸
な
っ
て
二
日
目
の
行
事
は
終
わ
る
。
神
事
で
蒔

い
た
五
穀
の
種
子
は
神
社
に
持
ち
帰
り
「
お
ん
だ
」
と
し
て
氏
子
諸
人
等
に
頒
布
さ
れ

る
。
こ
れ
は
芽
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
生
き
る
力
と
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
農

業
で
は
春
の
苗
代
へ
、
商
工
業
は
芽
が
出
て
繁
栄
す
る
と
の
い
わ
れ
か
ら
家
に
持
ち
帰

る
風
習
が
あ
る
。
社
務
所
で
は
、
い
ご
も
り
名
物
と
言
っ
て
「
と
う
が
ら
し
」
を
入
れ

た
豆
腐
汁
を
食
す
る
。
こ
れ
を
戴
く
と
体
が
温
ま
り
風
邪
が
治
り
、
又
、
風
邪
を
ひ
か

な
い
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。

　

第
三
日
目
（
戌
の
日
）
は
、
早
朝
か
ら
氏
子
十
余
人
が
藁
を
芯
に
、
た
た
き
つ
ぶ
し

た
青
竹
で
包
み
、
縄
で
し
ば
っ
た
内
径
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
外
径
一
・
八
メ
ー
ト

ル
程
の
竹
の
環
を
作
り
、
そ
れ
に
左
右
三
本
ず
つ
の
青
竹
を
と
り
つ
け
邪
気
を
像
っ
た

綱
を
作
り
、
午
後
三
時
頃
よ
り
鳥
居
を
中
心
に
南
北
に
別
れ
て
曵
き
あ
い
勝
敗
は
三
回

焼却される綱
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で
競
う
（
南
側
は
南
・
中
・
東
区
、
北
側
は
西
北
区
の
人
々
で
、
行
事
役
は
宮
司
、
立
会
人
は
神
社
役
員

が
務
め
る
）。
勝
敗
の
後
、
そ
の
綱
は
出
森
（
武
埴
安
彦
が
斬
首
さ
れ
た
処
）
で
焼
却
さ
れ
る
。（
注
）
送

り
火
と
解
釈
―
本
来
は
邪
気
に
像
っ
た
綱
に
身
体
を
こ
す
り
つ
け
、
自
己
の
病
魔
（
悪
病
）
を
委
譲
し
、

そ
の
病
魔
と
曳
き
あ
い
病
気
に
勝
つ
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
っ
た
が
、
明
治
の
中
頃
よ
り
た
だ
勝
敗
の
み
を

決
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
遺
憾
に
思
う
、
と
社
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
焼
却
中
、
神
社
で
は
、

鎮
霊
と
悪
病
平
癒
並
び
に
厄
除
け
の
祈
願
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
三
日
間
の
行
事
は
終
わ
り
、
四
日
目
の
午
前
四
時
頃
に
宮
司
に
よ
る
本
殿
回
り
の
太
鼓
で
い

ご
も
り
祭
は
明
け
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
三
日
間
は
門
戸
を
閉
じ
、井
戸
の
水
は
汲
ま
ず
汲
み
置
き
に
し
、

家
の
内
外
の
掃
除
も
せ
ず
、
米
も
洗
わ
な
い
。
釜
の
蓋
は
縄
で
十
字
に
縛
り
、
す
べ
て
の
音
の
出
な
い
よ

う
充
分
工
夫
し
、
煮
炊
き
を
せ
ず
、
前
日
ま
で
に
作
っ
た
精
進
料
理
を
食
べ
斎
戒
沐
浴
し
、
た
だ
、
お
祈

り
の
神
事
を
行
っ
て
い
る
の
が
音
な
し
の
祭
と
も
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

社
記
に
「
時
に
郡
庄
豊
饒
而
し
て
萬
民
安
静
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
い
ご
も
り
」

の
お
祈
り
の
心
を
通
し
て
諸
家
の
人
々
の
幸
福
安
泰
は
元
よ
り
、世
界
人
類
の
平
和
を
切
望
す
る
と
共
に
、

こ
の
精
華
町
祝
園
の
無
形
民
俗
文
化
財
を
永
く
子
孫
に
伝
承
せ
ら
れ
る
よ
う
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。


